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研究成果の概要（和文）：ニューヨーク市の芸術業界に関する一次資料を、Archive of American Artを中心に
閲覧・分析し、第二次大戦中頃から一貫して進展する変化を記述した。すなわち、ニューヨーク市が世界の作品
売買の中心地となることで、画廊・芸術家が増加するなど、量的に拡大する過程である。
こうした量的拡大は、脱工業化や自治体政策といった要因だけではなく、グローバルな芸術市場の構造変動によ
り、ニューヨーク市の芸術業界に内在的な変化が生じたことに起因していたことを明らかにした。また、芸術業
界の量的拡大は、結果的に、さまざまな価値観・美的思考を持つ芸術家や画廊経営者の数を増加させ、業界の多
様化を進展させた。

研究成果の概要（英文）：I examined institutional changes of arts in the New York City from the 1920s
 to 1970s, through analyzing archival materials in Archive of American Arts. Especially, I 
identified the expansion of art worlds in the New York City, which is caused by the emergence of 
global arts markets and agglomeration of activities of buying and selling art works in New York 
City.
The expansion of art worlds has not necessarily been created by post-industrialization processes of 
economy or municipal government policies, which have argued in existing studies. But also internal 
transformation processes of art worlds are quite important. My research also has examined the 
expansion of art worlds increased artists and alternative spaces that had various values and 
aesthetics and then contributed to diversify New York's art worlds.

研究分野： 都市社会学、芸術社会学

キーワード： 芸術　制度転換　ニューヨーク市　20世紀　画廊　オルタナティブ・スペース　SoHo
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 近年の都市社会学は 20 世紀後半の文化
に関わる都市環境の変化をテーマとしてき
た。そこでは、主に英語圏の都市事例に注目
しつつ、都市経済の活性化を目指した自治体
による美術館建設や文化産業に対する助成
事業など、都市における文化的消費機会（芸
術・飲食業・ファッション）の形成が都市経
営において重要な争点になる状況を分析し
てきた。 
 
(2) なかでも重要な先行研究は、S・ズーキン
によるものである。ズーキンは、こうした都
市と文化をめぐる状況の変化を「経済的基盤
として文化を活用する」都市の増加と表現し、
現代社会における典型的な都市的状況とし
て 検 討 を 加 え た （ The Culture of 
Cities,1995）。その他にも D・ハーヴェイの
The Condition of Postmodernity（1989）、
R・フロリダの The Rise of Creative Class
（2003）、T・N・クラークの The City as an 
Entertainment Machine（2004）は代表的研
究である。 
 
(3) こうした先行研究における主要論点の一
つは、脱工業化といった 1970 年代前半のグ
ローバルな社会変動に着目し、都市において
文化が重要な資源として見出され活用され
るに至る歴史的経緯を解明することであっ
た。 
 
(4) 具体的に、先行研究の知見は「脱工業化
仮説」と「自治体政治戦略仮説」に整理する
ことができる。脱工業化仮説とは、グローバ
ルな産業再編成の帰結として、都市経済の基
盤が製造業からサービス産業・文化産業へ移
行したことに着目するものである。自治体政
治戦略仮説とは、都心回帰の動向のなかで税
収増・集票をめざし、ホワイトカラー層流入
の誘因となる文化的サービスの提供に尽力
する自治体施策の転換に着目したものであ
る。 
 
(5) ただし二つの知見は、1970 年代の都市変
動に至る過程を解明するという点において
は重要ではあるものの、一つの側面を解明し
たに過ぎない。とくに、都市と文化という点
に着目するならば、実証的な検討の余地が多
分に残されていた。したがって、申請者は、
1970 年代に生じた都市と文化の変動の要因
を解明するために研究を行ってきた 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究の目的は、アメリカ合衆国ニュー
ヨーク市における 1940 年代以前（1920-45）
と 1940 年代以後（1945-70）の芸術をめぐ
る制度転換の要因を解明することである。ア

メリカの事例を選択した理由は、先行研究の
中でも取り上げられることが多く、先行研究
との関係の中であらな知見を示すために有
用な事例になると考えたためである。 
 
(2) 先述のとおり、近年の都市社会学では「経
済的基盤として文化を活用する」現代都市の
歴史的起源を解明するにあたって、1970 年
代における脱工業化の進展など政治経済的
要因に着目してきた。しかし、申請者がこれ
まで行ってきた研究を踏まえると、1970 年
代の都市をめぐる政治経済的変動は、1940 
年代以降一貫して進展する芸術制度の変化
を踏襲し利用することではじめて機能し得
た可能性がある。そこで、本研究では、1940 
年代の芸術領域における分水嶺の持つ意義
を検討し、都市と文化をめぐる今日的関係の
起源について新たな見解を示すことを目的
とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 1940 年代以前（1920-1945）と 1940 年
代以後（1945-1970）のあいだの、ニューヨ
ーク市における絵画・舞台芸術・音楽の制度
転換（作品をめぐる生産・流通・消費の関係
性、産業・組織・職業の変化）の実態と転換
の要因を解明するために、アーカイブ所蔵の
一次資料を収集し分析する。 
 
(2) なお、1940 年代以前・以後の芸術制度
を研究する際にもっとも問題となるのは、包
括的な歴史資料が欠如している点である。ニ
ューヨーク市の芸術制度を担った主要なプ
レーヤーは、〈連邦・州・自治体〉-〈美術館〉
-〈画商〉-〈地域の名士（パトロン）〉-〈美
術教育機関〉-〈芸術家〉-〈批評家〉の７グ
ループに整理することが可能である。 
 
(3) したがって、1940 年代前後の芸術をめ
ぐる制度を把握するために必要となるのは、
７グループの動向を最低限把握するための
一次資料・二次文献の収集・整理であった。
これらに関する一次資料はオンライン上で
閲覧可能なものも多数あるが、基本的には
Archive of American Art、New York Public 
Library で収集した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) ニューヨーク市の美術制度の変化を解
明するに当たって、本研究では特に、ニュー
ヨーク市 SoHo 地区の 1960 年代から 70 年代
の空間変動にいたる過程を中心的に分析し
た。 
 
(2) 1950年代頃まで製造業の集積地区であっ
た SoHo は、第二次大戦後一貫して進展した
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コミュニティの存在が地元メディアで報じ
られるところとなり、寂れた工場地区から芸
術の空間へと場所のイメージが転換する中
で、飲食店があつまり、数年後には絵画の売
買を行う商業画廊が集積した。
になると、画廊の集積が一層加速する中で地
価も上昇し、ニューヨーク市を代表する一大
画廊街となった。
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は、脱工業化と自治体政治戦略の二つの観点
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(7) 特に、重要な変化であったのが、作品の
売買によって利益を得ている商業画廊では
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利活動を目的としないオ
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(9) 
研究成果の発信ができなかったが、新たな科
研プロジェクトに今回入手したデータや知
見が大いに生かされており、近日中に、いく
つかの論文や学会での発表を行う予定であ
る。
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